
愛知県気候風土適応住宅の基準（独自基準の概念図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

独自基準 
木造一戸建ての住宅に 

４つの要件の組合せ 

 

自然的社会的条件の特殊性（２つ） 

地域材料＋建築環境計画 

 

外皮困難要素（２つ） 

外壁＋屋根・床・窓

等 

 

【国基準ニ】 

告示第 1項 

第 1号二（１） 

【国基準ニ】 

告示第 1項 

第 1号二（2） 

外皮困難要素 

１ 外壁 

２ 屋根・床・窓等 

（１） 外壁の片面を真壁造とした土塗壁 

（２） 外壁の片面を真壁造とした落とし込み板壁 

（３） 外壁の過半が両面を真壁造とした落とし込み板壁 

（４） 外壁の片面を真壁造・貫工法・手刻み加工・伝統的継手仕口 

（１） 屋根が化粧野地板天井 

（２） 屋根が面戸板現し 

（３） 屋根がせがい造り 

（４） 床が板張り 

（５） 窓の過半が地場製作の木製建具 

（６） 縁側・多層構成の建具 

※４項目から１つ以上を選択 

※６項目から１つ以上を選択 

「１ 外壁」と「２ 屋根・床・窓等」のそれぞれの基準を満たすこと 

４ 建築環境計画 

１で（４）又は２で（６）（   の要素 ）を選択した場合 

「３ 地域材料」と「４ 建築環境計画」のそれぞれの基準を満たすこと 

本県の自然的社会的条件の特殊性 

３ 地域材料 

（１） 屋根が愛知県産の粘土瓦 

（２） 柱・土台・足固めが愛知県産の木材 

※２項目から１つ以上を選択 

※３項目から１つ以上を選択 

（１） 軒の出が 0.9m以上 

 
（２） 自然通風の取込みに配慮した複数の窓 

 
（３） 太陽熱集熱設備の設置 

（１）  
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